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子どもは愛情を求めている 夏の夜のジャズコンサート

田んぼの中のコンサート薬業商『大船講』に学ぶ
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▲初めてのドラムに触れる子どもたち
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▲里山に響き渡るソプラノの歌声とマリンバの演奏

▲実体験と自ら取材した子どもについて語る家田さん
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▲当時の様子を興味深く勉強する参加者たち

25　2007.10.1
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飯地分団が優勝～市長査閲 自分の命は自分で守る

 大正１００年まで１４２０日広重版画の魅力に迫る
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▲災害用伝言ダイヤルの説明を受ける参加者
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▲大正１００年までの日数を示すカウンターを除幕

▲優勝した飯地分団の小隊訓練
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▲映し出した作品を使い、分かりやすく解説する神谷さん
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田んぼの違いで味も違う いつまでもお元気で

スケート場に巨大モザイク坂折棚田で稲の手刈り体験
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▲養護老人ホーム万年青苑で花かごを渡す可知市長㊧
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▲フォトモザイクの完成を喜ぶ参加者

▲２種類のおにぎりを食べ比べてお米の違いを学ぶ児童
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▲汗を流しながら稲を丁寧に刈り取る児童たち

27　2007.10.1

企画展覧会

【市民観覧無料】　　　　　木曽海道六拾九次之内　―違いを楽しむ―

　「木曽海道六拾九次之内」は、歌川広重と渓斎英泉２人の絵師が参加している。本シ

リーズで英泉は、純粋な風景画というより、人事風俗に主眼を置いた風景画を多く残

している。一方の広重も、わずかではあるが人物を主体とした作図があり、ここに挙

げる下諏訪宿はその一例である。

　下諏訪宿は中山道と甲州街道の分岐点であり、難所の和田峠と塩尻峠の中間にあっ

たことからにぎわいを見せた。広重は宿場の旅籠屋の様子を描いている。座敷には手

ぬぐいを干し、風呂上りの男たちが食事を取っている。後ろ姿の男は、その仕草から

見て器を抱え夢中になって食べているのだろうか。この人物は、広重自身という説も

出されている。また画面奥のふすまには版元・錦樹堂の印が文様として登場している。

画面左の湯殿では、男が一人のんびりと湯に漬かっており、手ぬぐいで顔をふき「あ

あ極楽」とでも言わんばかりに、なんとも気持ちが良さそうだ。

　広重といえば風景画の巨匠であることは間違いないが、広重作品の中の登場人物た

ちにも注目していただきたい。

■会期
９/６�～１１/２５�
●第２期
１０/２�～１０/２８�
■開館時間　午前９時半

～午後５時（入館は午後４

時半まで）

■観覧料（市民は無料）　

�大人＝８００円（団体６５０
円）　�小・中・高校生＝
５００円（団体４００円）

毎週月曜日（祝日を除く）、
祝日の翌日（土日・祝日を
除く）休館。

歌川広重
木曽海道六拾九次之内
下諏訪

大判錦絵　錦樹堂
天保６～９年（１８３５～１８３８年）ころ

１０月１日スタート「緊急地震速報」「緊急地震速報」
強い揺れを、地震が来る前にお知らせします

　緊急地震速報は、強い揺れが来る前に身を守っ
ていただくためのものです。テレビやラジオなど
で緊急地震速報を聞いたときは、周囲の状況に応
じて、慌てず、まず身の安全を確保しましょう。

▽緊急地震速報では、震度４以上の地域を発表し
ます

▽震源に近いところでは、強い揺れの到達に間に
合わない場合があります
□問い合わせ　岐阜気象台防災業務課�０５８-２７１-
４１０８、市防災対策課�２６-２１１１（内線３１５）
　詳しい解説をインターネットでご覧になれます
http://www.seisvol.kishou.go.jp/eq/EEW/kaisetsu/index.html
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頭を保護し丈夫な机の下などに隠れる
あわてて外へ飛び出さない

自動車運転中は
あわててブレーキをかけない
ハザードを点灯し、揺れを感じた
らゆっくり停止

家庭では


